　　　東御市給水装置工事完成検査要領
　（趣旨）
第１条　この東御市給水装置工事完成検査要領は、東御市水道条例施行規定第５条及び東御市給水装置施行基準第６条に規定する給水装置工事完成検査（以下「完成検査」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。
　（事前準備）
第２条　完成検査を受けようとする指定給水装置工事事業者（以下「受検業者」という。）は給水装置工事完成後、審査結果、施工中の手直し指示及び変更協議があった場合はその変更内容等と現地を事前に確認し、不備があった場合は処置しておかなければならない。
　（書類検査）
第３条　書類検査に必要な給水装置台帳兼完成届及び給水装置台帳完成図（以下「完成届」という。）、その他添付書類は、書類検査項目（別表第１）に基づき作成し、提出するものとする。

２　書類検査により完成届及び添付書類に手直し等の指示があった場合は、速やかに処置し、再提出しなければならない。
　（現地検査日）
第４条　現地検査日は、検査担当者から受検業者に連絡するものとする。
　（現地検査）
第５条　現地検査は、現地検査項目（別表第２）に基づき行うものとする。

２　受検業者は検査当日、距離、長さ等の測定用具、表函類を開ける器具、事前に要求された道具等を持参するものとする。

（合否）
第６条　書類検査及び現地検査の合否は、検査日に現地で判断をする。

２　完成届、添付書類に不備がなく、現地の施工に対し修正及び手直しを要しない場合は、合格とし、当該給水装置工事の完了とする。

３　完成届、添付書類及び現地の施工に不備、修正及び手直しがあったものは、期限を指定した場合はその期限までに、特に指定のない場合は検査日から14日以内に修正、手直し等を行い、施工の不備等に関しては写真の提出をうけて再度合否の判断をする。
書類検査項目
	検　査　項　目
	検査の内容
	合否

	給水装置台帳
	・給水装置が正確に記入され、実際の施行状況と適合している。

・鉛筆書きや殴り書きなど判断のしにくい内容では無い。

・同一敷地内に複数の建築物がある場合それぞれの所有者名、名称などが記入されている。

・量水器番号が記入されている。

・同一敷地内及び関連する水道施設の量水器番号が正確に記入されている。

・量水器表函、第一止水栓表函の中心に対して官民界、隣接道路、境界等の容易に変動しない目標からの三点距離もしくは二点距離が記入されている。

・既存の量水器表函、第一止水栓表函についても三点距離もしくは二点距離が記入されている。

・分岐工事を伴った場合は本管の深度、道路に対する位置、官民界からの位置が記入されている。

・構造、材質基準に適合した施行方法がとられている。

・目標物、擁壁、道路名など図中に表示されていると維持管理上有利なものが記入されている。
	

	写　　　真
	・水圧テストを実施している写真が提出されている。
・分岐工事を伴った場合は、本管からの分岐状況、埋設表示シートの布設状況、ロケーティングワイヤーの設置状況、転圧及び舗装本復旧状態の分かる写真が提出されている。　　　
	

	水圧テスト
	・水圧テストの結果（チャート紙）が提出されている。
	

	そ　の　他
	・事前に添付の指示のあった書類が提出されている。　　　
	

	水圧・残留塩素
	・給水栓での水圧（配給水管動水圧）の測定結果が記入されている。

・残留塩素濃度の測定結果が記入されている。
	


完成検査項目
	検査種別及び検査項目
	検査の内容
	合否

	屋外

の

検査
	・量水器、止水栓、

中間バルブ
	・量水器及び止水栓類は、逆付け、片寄りがなく、水平に設置されている。

・検針、交換の容易な位置にある。

・止水栓、中間バルブの操作に支障がない。
	

	
	・表函類


	・開閉が容易な位置にある。

・車両及び物置などの下になっていない。

・埋没していない。
・施行基準に定める工法に適合している。
	

	
	・埋設深度
	・所定の深度が確保されている。
	

	
	・不凍栓
	・表函等に止水される場所が表示されている。

・埋没していない。
	

	
	・ﾛｹｰﾃｨﾝｸﾞﾜｲﾔｰ

・埋設表示ｼｰﾄ
	・ロケーティングワイヤーの端末処理が出来ている。

・分岐工事を伴った場合は埋設表示シートが布設されている。
	

	配管


	・配管
	・給水器具等の位置、延長が竣工図と整合している。
・配管の水圧に影響を及ぼすおそれのあるポンプに直接接続されていない。
・フレキシブル継手が正常な施工で布設されている。

・配管の口径、経路、構造等が適切である。
・水の汚染、侵食、破損、凍結等を防止するための適切な処置がされている。

・逆流防止のための給水用具の設置、吐水口空間の確保等がされている。

・クロスコネクションがされていない。
	

	
	・接合
	・適切な接合が行われている。
	

	
	・管種
	・施工基準に合致する選択がおこなわれている。
	

	受水槽
	・吐水口空間の測定
	・吐水口と越流面等との位置関係を確認する。
	

	
	・設置状況
	・設置後の維持管理が容易にできる。
	

	水圧テスト
	・分岐工事を伴った場合は、分岐部（穿孔前）～量水器間・量水器～宅内間それぞれについて、1.0MPaを10分間以上の水圧テストが行われている。

・分岐工事を伴わない場合は、量水器～宅内間について、1.0MPaを10分間以上の水圧テストが行われている。
	

	舗装状況
	・道路管理者の指示のとおり舗装復旧が行われている。
・既設舗装面に対して陥没などしていない。
・適切な資材で復旧工事がおこなわれている。
	

	その他
	・事前に指示、指摘のあった場合はそのとおりに施工されている。　
	


